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水 田土壌 か ら分離さ れ た γ
一Proteobacteria細菌株 の

　　　　　鉄還元 とそ の 電子供与体利用性

　 　 　 　 　 う え き　 　 あ つ こ　 　 に い む ろ 　 ゆ う こ 　 　 う え き　 か っ じ
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【目的 】様 々 な環境 中に おけ る鉄還元 反応に 関する 研究が 近年盛 ん に 行われ て きて お り、

鉄還元の 電子供与体 と して 、 水 素 、 酢酸塩 を含む各種脂肪 酸 、 さ らに ア ミノ酸 な どが消

費 され る こ とが明 らか に な っ て きて い る 。 また 、
こ れ らの 電子供与体 を利用する種 々 の

鉄還元細 菌が様 々 な無 酸素環境か ら新 たに 分離 され て きて い る 。 鉄還元反応 に よ り生成

され た二 価鉄 は 、 酸素 を含む酸化剤存在 ドで 再 酸化 され 、電子受容体 と して 繰 り返 し機

能で きる 。
こ の た め 、 鉄還 元 反応は海洋 を含む 水圏環境や湿地等 の 自然環境 中に おける

有機物 の 分解 に と っ て鍵 と もな る位置 に あ り、 地球上 に お け る物質循環 を考 える上 で 非

常に 重要 で あ る 。 我 々 は こ れ ま で 、 水 田土壌中に お け るメ タ ン 生成 と鉄還元の 関係に つ

い て 、 水 田土 壌の メ タ ン生成活性や
一
1価鉄量の 変化を測定す る こ とに よ り検 討 して きて

お り、 鉄還元 の 進行は 、 水 田土 壌中に おけ るメ タ ン 生成 を制御す る最 も大 きな要因の
一

つ で あ る こ とを明 らか に して きた （1− 3）。 しか し 、 水 田土 壌中か らの 鉄還 元細菌の 分離

に つ い て は こ れ まで ほ とん ど報告 され て い な い 。 本研 究で は 、 水 田上壌 を接種 源す る鉄

還元細菌の 集積培養か ら分離 され た 細菌株 の 鉄還 元 に つ い て報告す る 。

【方法 】培地 と して ニ トリロ トリ酢酸第二 鉄か ク エ ン酸鉄 ア ン モ ニ ウム を鉄源 とす る鉄

還 元細菌用培地 を用 い 、 通常は気相を窒素ガ ス で 封 じ て 30 ℃ で 培養 した 。 培 地 中の 二

価鉄 量をフ ェ ロ ジ ン 法 で 測定 す る こ とに よ り、 鉄還元 の 時間経過 を追 っ た 。 真正細 菌に

特異的なプ ラ イ マ
ー

を用 い て 16S　rRNA 遺 伝子を増幅 し、 そ の 塩 基配 列 を決定す る こ と

に よ り、 分離菌 株の 系統的位置付け を行 っ た 。

【結果 】水索 を電子供与体とす る水田 士壌由来の 鉄還 元細 菌の 集積培養か ら、 嫌気性 ロ

ー
ル チ ュ

ーブ法に よ り 3 菌株 を分離 した 。
こ れ らの 菌株は い ずれ もグラム 陰性 、 カ タ ラ

ーゼ お よ びオキ シ ダーゼ 共 に 陽性の 運動性の あ る短桿菌で 、 好気的に も増殖す る通 性嫌

気性細菌だ っ た 。 こ れ らの 分離菌株は ク エ ン酸鉄 を電子受容体 とす る液体培地 で 、 水素
を電子供与体 と して 鉄 を還 元 したが 、 電子供与体無添加で は 還 元 しなか っ た 。 こ れ らの

菌株 は ピル ビ ン酸塩 とセ リン を電子 供与体 として も、そ れぞ れ活発に 鉄 を還元 して 酢酸
塩 を生成 した 。 フ マ ル 酸塩 で も鉄還元 は進行したが 、 そ の 速度 は 緩慢 だ っ た 。 ギ酸塩 、

酢酸塩 、 乳酸塩 、エ タノ
ー

ル を電了供与体 とす る鉄還元は認め られ なか っ た 。 3 菌株 の

16S　rRNA 遺伝子 の 塩基 配列 は r 一乃 o ‘θo 加 c‘eπ∂ の Aeromollas　hydroρltilaに ほぼ
一
致

した 。 、4e頭omo 朋 s 属細 菌は 、 淡水 水 圏環境に 幅広 く分布す る細菌 で あるが 、 こ の 細菌
が鉄還元 を行 うとの 報告は こ れ まで に はな く、 こ の 結果は注 目され る 。
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